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返　唱
命短かし　恋せよ乙女

赤きくちびる あせぬまに　熱き血潮の 冷えぬまに

いざ手をとりて かの舟に　心のほのお 消えぬまに

今日は再び 来ぬものを　命短かし　恋せよ乙女

　　　～吉井　勇 作詞「ゴンドラの唄」より抜粋

特  

集
第
27
回
喜
界
町
夏
ま
つ
り

花
こ
と
ば
決
定

シ
マ
の
話
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の
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し
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り
さ
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壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
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大
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そ
の
４(
仲
田
千
穂
さ
ん
一
中
訪
問
他　

ほ
か)

今
月
の
顔
（
倉
橋　

憲
司
さ
ん
）・
ふ
る
さ
と
寄
附
金

営
農
座
談
会

第
49
回
大
島
地
区
大
会
（
郡
体
）

教
育
委
員
会
の
と
び
ら

喜
界
高
校
野
球
部
「
感
動
を
あ
り
が
と
う
」

喜
界
歌
壇
・
戸
籍
の
窓
・
編
集
後
記

今
月
の
花広　 報

N o . 494

8
平成 20 年

（ 2 0 0 8 ）

写
真
説
明

　

８
月
２
、
３
日
は
、
本
町
の
一
大

イ
ベ
ン
ト

「喜
界
町
夏
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
た
。

　

表
紙
を
飾
る
の
は
、
花
火
と
並
ぶ

夏
ま
つり
の
華
「フ
ネ
ィ
ン
カ
ー
競
漕
」

（女
性
の
部
）
に
出
場
し
た
喜
高
女

子
バ
レ
ー
部
の
面
々
。
誇
ら
し
げ
な

ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
が
頼
も
し
い
。

  

若
い
力
を
結
集
し
、
見
事
に
優
勝

を
勝
ち
取
った
。

　

「子
は
宝
」
と
い
う
が
、
シ
マ
の
将

来
を
担
う
彼
女
た
ち
は
、
未
来
の

「お
か
あ
さ
ん
」
で
も
あ
る
。

　

い
に
し
え
の
日
本

（シ
マ
）
は
母
系

社
会
・
女
性
社
会
だ
った
と
い
う
。

　

写
真
の
彼
女
ら
を
み
て
、
シ
マ
の

将
来
は
明
る
い
と
感
じ
、
表
紙
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
い
た
次
第
で
あ
る
。

千両万両のカネには惚れぬ
   あた し ゃ あ な た の 気 に 惚 れ る

　　　　　　　　　　　　（六調の歌詞より　資料提供 ： 南海日日新聞社）

シマヌウナグヌ　チムヌスラサヨ
（島の女性の心根は何と美しいことでしょう）



　

第
27
回
喜
界
町
夏
ま
つ
り
（
喜
界
町
夏
ま
つ
り
協
賛
会
主
催:

加
藤
啓
雄
会
長
）
が
８
月

２
・
３
日
の
二
日
間
、
湾
漁
港
や
ス
ギ
ラ
ビ
ー
チ
な
ど
で
開
催
さ
れ
た
。

　

初
日
は
、
町
相
撲
場
で
小
中
学
生
や
社
会
人
ら
に
よ
る
相
撲
大
会
、
湾
赤
連
商
店
街
で
み

こ
し
パ
レ
ー
ド
・
綱
引
き
大
会
、
夕
方
に
は
湾
赤
連
商
店
街
で
歩
行
者
天
国
が
開
催
さ
れ
た
。

　

二
日
目
は
、
湾
漁
港
で
祭
り
の
華
で
あ
る
フ
ネ
ィ
ン
カ
ー
競
漕
、
夕
方
か
ら
は
ス
ギ
ラ

ビ
ー
チ
に
て
町
地
婦
連
に
よ
る
踊
り
や
赤
連
集
落
の
八
月
踊
り
、
地
元
演
芸
者
ら
に
よ
る
歌

謡
シ
ョ
ー
が
あ
り
、
大
花
火
大
会
で
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
た
。

　

ま
た
、
第
５
回
全
国
喜
界
会
連
合
会
総
会
お
よ
び
創
設
10
周
年
記
念
交
流
会
も
自
然
休
養

村
管
理
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

夏だ！　祭だ！　ワッショイショイ　　「喜界で一番あつい夏！！」

フネィンカー競漕に汗と歓声
　　　　歌謡ショーに酔いしれ
　　　　　１８４４発の大花火大会でフィナーレ

連合会寄贈の「アラマンダ」１０本を記念植樹最後は「タビニウンチュム シマニウンチュム
ヒンニャジ八月踊り」
～郷友会交流会にて～

薄 ” 俵 ” を踏む思いでノコッタノコッタ

豪快な上手投げが決まる

しがみついたら離しません迫力満点の押し出し

最後まで「あきらめません」

最後尾が見えない大綱引きは赤連側が２－０で勝利子どもたちの手による趣向を凝らした色々なミ
コシが商店街を練り歩いた

第２７回喜界町夏まつり盛大に開催

�



たくさんの人出で盛りあがった「ほこてん」

タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
A
コ
ー
プ

駐
車
場
の
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
？
も
大
盛
況

な
ん
だ
か
騒
が
し
く

な
っ
て
き
た
ゾ

ス
タ
ー
ト
だ
け
は
良
い
ん
だ
よ
ね
僕
た

ち（
２
コ
ー
ス
青
艇
：
喜
禎
運
送
店
チ
ー

ム 

酒
井
一
之 

談
）

半艇差で生和糖業キビ増産チーム勝利
来期も豊作決定だ！（固定かじの部）

ハナ差の決着となった決勝戦（手かじの部）

「
や
っ
た
！
」
今
年
も
強
か
っ
た
峰
山
建
設

■
相
撲

【
団
体
】

▽
小
学
校　
　

①
湾 

②
滝
川
A 

③
荒
木
A

▽
中
学
校　
　

①
小
野
津 

②
湾 

③
荒
木

▽
一　

般　
　

①
上
嘉
鉄
青
年
団

　
　
　
　
　
　

②
自
衛
隊
A

　
　
　
　
　
　

③
荒
木

【
個
人
】

▽
小
４　
　
　

①
玉
利
健
太
朗 

②
川
畑
龍
斗

　
　
　
　
　
　

③
市
山
峻
平

▽
小
５　
　
　

①
藤
原
龍
太
郎 

②
麓
祐
弥

　
　
　
　
　
　

③
富
田
貴
昭

▽
小
６　
　
　

①
富
田
和
喜 

②
種
田
有
真

　
　
　
　
　
　

③
中
園
竜
矢

▽
中
１
・
２  　

①
大
岡
翔
也 

②
善
原
武
士

　
　
　
　
　
　

③
河
田
亜
輝

▽
中
３　
　
　

①
玉
智
哉 

②
増
田
隆
司

　
　
　
　
　
　

③
岡
佑
樹

▽
一
般
１
部　

①
久
保
博
樹 

②
久
郁
弥

　
　
　
　
　
　

③
栄
雄
太

▽
一
般
２
部　

①
栄
勝
太 

②
平
康
之

　
　
　
　
　
　

③
菊
地
守

■
フ
ネ
ィ
ン
カ
ー
競
漕

【
女
子
の
部
】

　

①
喜
高
女
子
バ
レ
ー　
　

１
分
38
秒
02

　

②
喜
界
女
子
バ
レ
ー　
　

１
分
38
秒
70

　

③
ミ
ッ
ク
ス　
　
　
　
　

１
分
45
秒
44

【
固
定
か
じ
の
部
】

　

①
生
和
糖
業
キ
ビ
増
産　

１
分
24
秒
84

　

②
荒
木
青
年
団
B　
　

   

１
分
26
秒
56

　

③
佐
手
久
青
年
団           

１
分
31
秒
10

【
手
か
じ
の
部
】

　

①
峰
山
建
設
A　
　
　

   

１
分
21
秒
19

　

②
自
衛
隊
A　
　
　
　

   

１
分
21
秒
98

　

③
自
衛
隊
B　
　
　
　
　

１
分
24
秒
61

競 

技 

結 

果

さあ、後半の直線勝負だ！
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サ
ブ
ス
テ
ー
ジ
で
は
バ
ン
ド
が
熱

い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス



夕日を浴びながら整然と踊る婦人会のみなさん

手話グループ mimi と長島稔さんによる
コラボレーション

今年の八月踊りは赤連集落

哀愁を帯びた背中で唄を聞かせる男
「阿伝からバスでやってきた生 正夫さん」

バックステージでリハーサルに余念がない dokidoki

　

各
方
面
か
ら
の
協
力
で
運
営
さ
れ
る

夏
ま
つ
り
。
漁
協
の
皆
さ
ん
に
は
フ

ネ
ィ
ン
カ
ー
競
漕
会
場
周
辺
の
清
掃
を

し
て
い
た
だ
い
た
が
、
そ
の
翌
日
に
は

目
を
疑
う
無
惨
な
光
景
が
あ
っ
た
。

　

我
々
も
含
め
た
戒
め
と
し
て
、
恥
ず

か
し
な
が
ら
写
真
を
掲
載
し
ま
す
。

�

喜界町への寄附金控除が大幅拡大（本誌７月号の補足説明）
　広報きかい７月号において、「ふるさと寄附金」に対する税の控除が変わったことをお知らせしま
したが、７月号では説明が不足していた箇所がありましたので、もう一度「ふるさと寄附金」につ
いて補足説明いたします。（申込先の違いによる喜界町受取分の割合について）

　喜界町に直接申し込むと、
全額を喜界町が受け取ります。
　鹿児島県を受付窓口にして、
喜界町を指定すると、県 4 割・
町 6 割の比率で配分されます。
　喜界町を指定せずに、県に
申し込むと、県４割・県内全
市町村 6 割（人口割りで按分）
の比率で配分されます。

※その他の点については、本
誌７月号を参考にしてくださ
い。問合先：喜界町役場総務課０９９７－６５－１１１１（内線１３）

鹿児島県を窓口とした場合の「ふるさと寄附金」のしくみ

寄
附
し
て
頂
く
方

鹿

児

島

県

寄附金のお振込み

寄附金受領証明書のお受け取り

確定申告等により税の軽減 最寄りの税務署等

10 分の４

10 分の６

県の施策に活用

市町村の施策に活用

市町村のご指定がない場合は、その
４分の１を均等割，４分の３を人口
割で全市町村に配分します。
　市町村のご指定がある場合は、ご
指定いただいた市町村に配分します。

喜界町へ直接申し込んだ時はすべて喜界町が受け取ります
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ヒメタツナミソウ

　世界中探しても喜界島でしか見られない
固有種であり、絶滅危惧種。
　花言葉は「とぎれぬ愛」。

　シマの在来種であ
るゴマ。品種改良さ
れたゴマより風味に
富んでいる。５月頃
に播種をして８～９
月に収穫をする。サ
トウキビ農家にとっ
て、貴重な夏場の換
金作物でもある。
　花言葉は「たくま
しく生きる」。白ゴマ （島ゴマ）

花ことば決定！ ！
白ゴマ（島ゴマ）「たくましく生きる」ヒメタツナミソウ「とぎれぬ愛」

～応募総数２２０点（のべ１１２人）から厳選～

　いままで花ことばがなかった、栽培面積が日本一の白ゴマ、喜界島の固有種のヒメタツナミソウの「花ことば」が
決定しました。たくさんのご応募ありがとうございました。

　白ゴマの花ことばに応募し、見事に選ばれた森島ほなみさん（湾：

喜高２年）は「自分の作品が選ばれるとは思わなかったので、うれ

しいというよりびっくりしました。父からゴマの話しは聞いており、

祖父のゴマ収穫を手伝ったりしているので『たくましく生きる』は

すぐに思い浮かびました」と驚いた様子で話しました。

　また、ヒメタツナミソウの花ことばが選ばれた大阪市在住の菰
こもいけ

池

博子さん（64）は「この花言葉は、大阪の海も喜界島の海も世界

中につながっているので、郷土愛や人類愛をイメージしたものです。

戦時中の幼い頃に母（旧姓：岡本）の出身集落の赤連に疎開したく

らいで、私自身は島で生まれ育ったわけではありませんが、母が愛

してやまなかったふるさとの「花ことば」に選んでいただき、この

うえない喜びです」と感激されていました。
認定証と副賞フラワーギフト券を手に
町三役と記念撮影「すごい緊張しました」 

選 定 理 由
白ゴマ（島ゴマ）
　白ゴマは無農薬で栽培でき台風にも強い。しかし、流通させるためには収穫後の農家の努力が大事である。われわ
れ喜界町民も、あらゆる困難に打ち勝ち、たくましく生きながら、さらに、社会に貢献できる人間に成長するための
努力を続けていきたい。
ヒメタツナミソウ
　決して派手ではなくとも「途切れることなく郷土愛を抱き続けたい」という想いを見事に花の特徴を捉えながら表
現している。

シマに咲 く

 代 表 する

シマを



さ
ん
（
湾
）
は
「
自
分
も
母
親
に

絵
本
を
読
ん
で
も
ら
っ
た
ら
う
れ

し
か
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、

早
く
か
ら
絵
や
文
字
に
触
れ
て
感

受
性
を
養
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と

読
み
聞
か
せ
の
意
義
を
話
し
た
。

ぼくが釣ったさかなが元気
におよいでいるよ

　阿伝小学校（神田之弘校長）は、
児童たちが目的達成のために助け
合うことと、ふるさとの自然に親
しむことを目的に７月 16 日、学
校下の海岸でクラブ活動釣り大会
を開催した。
　校内に用意した水槽を「ミニ水
族館」と名付け、釣り上げた魚を
飼育するということもあり、子ど
もたちは一所懸命にさおを出した。
　はじめは思うように釣れなかっ
たものの、潮が満ち上がり始める
と一転して入れ食い状態となり、
予定されていた時間が来ると子ど
もたちは名残惜しそうに海を後に
した。
　また、釣りの合間にゴミ拾いも
した。
　この日の「水揚げ」は、ニバン
ガー３匹、アアイユー１匹、トラ
ギス１匹、ヤチャボー１匹、他に
ナマコ、カニ類、テッポウエビ、
貝類などであった。
　学校に戻り、水槽に移したさか
なが元気よくおよぐ姿を見た子
どもたちはひと安心したようで、
さっそく図鑑で目の前の魚の種類
を調べていた。
　一番の大物ニバンガーを釣り上
げた神田智之くん（３年）は「グ
グッと重くなったので底に引っか
かったと思ったけど、思い切りさ
おを上げたらさかなが見えたので
うれしかったです」と話した。

�

顔
そしたら　そしたら

パパと赤ちゃんの真剣な眼差し

二
胡(

中
国
の
楽
器)

担
当
の
徳
成
寿

さ
ん
（
左
）、
オ
カ
リ
ナ
担
当
の
直
島

昌
代
さ
ん
（
中
）、
長
島
稔
さ
ん
（
右
）

とったどー！ 「校長先生 大きいウミヘビがいるよ！」

「大丈夫、あれはナマコだよ」

「あっ！このさかなだよ」 「こんなサカナが学校のすぐそばにいるんだぁ」

読
み
聞
か
せ
で
母
と
子
の
き
ず

な
を
深
め
る

　

子
ど
も
た
ち
へ
の
情
操
教
育
の
一

環
と
し
て
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や

ミ
ニ
映
画
の
上
映
な
ど
を
行
う
「
お

は
な
し
会
」
が
毎
週
土
曜
日
に
町
図

書
館
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
６
月
14

日
に
は
最
近
注
目
の
長
島
稔
さ
ん
が

結
成
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
「
長
島
稔
と
マ

グ
ミ
ー
」
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も
あ
っ

た
。　

　

「
２
時
半
か
ら
『
お
は
な
し
会
』
を

始
め
ま
す
」
。
図
書
館
の
お
じ
さ
ん
の

声
が
す
る
と
、
み
ん
な
一
目
散
に
２

階
に
駆
け
上
が
る
。

　

読
み
聞
か
せ
を
す
る
の
は
武
田
洋

子
さ
ん
。
今
日
の
ご
本
は
な
ん
だ
ろ

う
。
「
そ
し
た
ら 

そ
し
た
ら
」、
「
ね

え 

と
う
さ
ん
」
だ
よ
。

　

な
か
ま
た
ち
は
真
剣
な
眼
差
し
で
、

時
に
は
笑
い
な
が
ら
聞
い
て
い
る
。

　

お
つ
ぎ
は
ア
ニ
メ
の
「
ね
む
り

姫
」
。
お
部
屋
が
き
ゅ
う
に
暗
く

な
っ
た
よ
。
マ
マ
に
し
が
み
つ
い

て
泣
き
出
す
チ
ビ
ッ
コ
も
い
て
大

騒
ぎ
。
だ
け
ど
ひ
と
た
び
映
画
が

は
じ
ま
る
と
、
み
ん
な
だ
ま
っ
て

画
面
の
な
か
へ
。
あ
っ
と
い
う
間

に
映
画
は
お
し
ま
い
。
お
も
し
ろ

か
っ
た
？
「
あ
の
ね
、
お
姫
さ
ま

の
ド
レ
ス
か
わ
い
か
っ
た
よ
」
。

　

お
は
な
し
会
の
後
に
は
、
「
長

島
稔
と
マ
グ
ミ
ー
」
の
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、「
日
食
」、「
け

ら
じ
み
か
ん
の
う
た
」
や
映
画
「
千

と
千
尋
の
神
隠
し
」
の
テ
ー
マ
な

ど
が
演
奏
さ
れ
た
。
噂
を
聞
き
つ

け
た
、
長
島
稔
さ
ん
目
当
て
の
親

子
連
れ
な
ど
の
姿
も
見
ら
れ
た
。

　

「
長
島
稔
と
マ
グ
ミ
ー
」
の
メ

ン
バ
ー
で
、
自
身
も
読
み
聞
か
せ

グ
ル
ー
プ
の
一
員
で
あ
る
徳
成
寿

そ
の
１
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志
戸
桶
集
落
に
て
漁
業
を
営
む
倉
橋

憲
司
さ
ん
は
、
相
撲
の
実
技
指
導
お
よ

び
演
技
披
露
の
た
め
、
５
月
20
日
か
ら

５
月
31
日
ま
で
、
ア
フ
リ
カ
の
ガ
ボ
ン

共
和
国
を
訪
問
し
た
。

　

ガ
ボ
ン
共
和
国
が
国
家
と
し
て
空
手

や
柔
道
な
ど
の
『
武
道
の
集
い
』
を
開

催
す
る
こ
と
か
ら
、国
際
相
撲
連
盟（
本

部:

東
京
都
新
宿
区
、
田
中
英
壽
会

長
）
を
介
し
て
、
学
生
相
撲
（
立
命
館

大
学
）
で
活
躍
し
た
倉
橋
さ
ん
に
白
羽

の
矢
が
立
っ
た
と
い
う
。

　
「
喜
界
島
か
ら
ガ
ボ
ン
に
行
っ
た
人

間
は
自
分
が
初
め
て
で
は
」
と
話
す
倉

橋
さ
ん
。
そ
の
旅
行
経
路
は
、
喜
界
→

奄
美
→
鹿
児
島
→
羽
田
→
成
田
→
香
港

→
南
ア
・
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
→
ガ
ボ
ン
・

リ
ー
ブ
ル
ヴ
ィ
ル
と
、
飛
行
機
だ
け
で

も
24
時
間
以
上
か
か
っ
た
。
ま
さ
に
日

本
に
と
っ
て
は
「
辺
境
の
地
」
で
あ
る

が
、
最
初
に
ガ
ボ
ン
に
降
り
立
っ
た
印

象
は「
都
会
で
自
動
車
が
多
い
。
ま
た
、

夜
に
出
歩
い
て
も
危
険
で
は
な
く
治
安

は
良
か
っ
た
」。

　

空
港
で
民
俗
舞
踊
に
よ
る
熱
烈
な
歓

迎
を
受
け
、
地
元
メ
デ
ィ
ア
に
も
大
き

く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

　

９
泊
10
日
に
及
ぶ
滞
在
期
間
中
は
、

テ
レ
ビ
出
演
な
ど
の
マ
ス
コ
ミ
対
応
や

各
地
で
の
模
範
演
技
、
子
ど
も
た
ち
へ

の
ま
わ
し
の
締
め
方
や
す
り
足
、
ぶ
つ

か
り
稽
古
な
ど
実
技
指
導
に
あ
た
っ

た
。

　

ガ
ボ
ン
で
の
感
想
を
倉
橋
さ
ん
は

「
ガ
ボ
ン
に
も
相
撲
が
普
及
し
、
相
撲

道
の
精
神
が
根
付
く
よ
う
な
気
が
す

る
」
と
話
し
、
さ
ら
に
「
こ
の
よ
う
な

経
験
が
で
き
た
の
も
、
相
撲
と
周
囲
の

皆
さ
ん
の
お
陰
。
特
に
、
中
学
校
時
代

に
熱
心
に
相
撲
を
指
導
し
て
く
れ
た
福

岡
勇
功
先
生
が
い
な
け
れ
ば
、
い
ま
の

自
分
は
な
い
」
と
感
謝
す
る
。

　

そ
ん
な
倉
橋
さ
ん
も
今
で
は
、「
福

岡
先
生
へ
の
恩
返
し
」
と
し
て
、
島
の

子
ど
も
た
ち
に
相
撲
を
指
導
し
て
い

る
。
と
も
に
指
導
に
あ
た
る
先
輩
の
榮

雄
太
さ
ん
（
上
嘉
鉄
）
は
「
子
ど
も
た

ち
の
監
督
と
し
て
一
所
懸
命
に
厳
し
く

優
し
く
指
導
し
て
い
る
」
と
認
め
る
。

　

子
ど
も
た
ち
へ
相
撲
を
指
導
す
る
意

義
に
つ
い
て
聞
か
れ
た
倉
橋
さ
ん
は

「
強
さ
を
求
め
る
こ
と
も
大
事
だ
が
、

一
番
は
『
礼
儀
』
と
『
相
手
を
尊
重
す

る
心
』
を
養
う
こ
と
」
と
話
し
、「
子

ど
も
た
ち
は
全
員
頑
張
っ
て
お
り
、
栄

舞
さ
ん
（
早
中
１
年
）
は
、
７
月
の
奄

美
選
手
権
で
優
勝
し
、
８
月
の
県
選
手

権
に
駒
を
進
め
る
の
で
取
材
し
て
く
だ

さ
い
」
と
子
ど
も
た
ち
の
ア
ピ
ー
ル
を

忘
れ
な
か
っ
た
。

志
戸
桶倉く

ら
は
し橋　

憲け
ん
じ司
さ
ん

(27)

顔

今
月
の

　

漁
業
と
い
う
厳
し
い
生
業
に
つ

き
な
が
ら
、
相
撲
に
感
謝
し
、
相
撲

に
恩
を
返
し
、
ふ
る
さ
と
で
相
撲
精

神
の
普
及
に
取
り
組
む

地元ダンサーたちと（右から２番目が倉橋さん）

今回の訪問を紹介する地元新聞を
プリントした T シャツで記念撮影

栄舞さんに胸を出す倉橋さん

ひろまれ奉仕の輪　たかまれ環境意識
比嘉建設と喜高生徒会がボランティア活動

　

比
嘉
建
設
は
、
天
神
山
周

辺
と
湾
小
児
童
や
一
中
生
徒

の
学
校
周
辺
通
学
路
の
清
掃

や
ロ
ー
ド
ミ
ラ
ー
の
点
検
調

整
な
ど
環
境
整
備
活
動
を
お

こ
な
っ
た
。
現
場
の
「
監
督
」

を
し
た
同
社
の
田
中
俊
和
さ

ん
は
「
年
に
数
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
し
て
い
る
が
、
今

回
は
学
校
周
辺
を
選
ん
だ
。

視
界
不
良
で
子
ど
も
た
ち
に

万
が
一
の
事
が
あ
れ
ば
大
変
」

と
話
し
た
。

　

喜
界
高
校
生
徒
会
は
教
職

員
と
と
も
に
、
夏
休
み
を
控

え
て
清
掃
活
動
を
お
こ
な
っ

た
。

　

こ
の
活
動
は
、
平
成
17
年

か
ら
続
い
て
お
り
今
年
で
４

回
目
。

　

喜
高
生
徒
会
は
「
夏
休
み

中
は
帰
省
客
や
観
光
客
が
多

く
み
え
る
の
で
、
気
持
ち
よ

く
島
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

た
い
」
と
話
し
た
。

比
嘉
建
設
（
比
嘉
武
徳
社
長
）
と
喜
界
高
等
学
校
生
徒
会

（
吉
岡
里
菜
会
長
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

一
環
と
し
て
、
環
境
整
備
活
動
を
お
こ
な
っ
た
。
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K
T
S
鹿
児
島
テ
レ
ビ
主
催
に
よ

る
二
〇
〇
八
鹿
児
島
県
民
謡
王
座
決

定
戦
決
勝
大
会
が
７
月
６
日
、
鹿

児
島
市
の
県
文
化
セ
ン
タ
ー
「
宝

山
ホ
ー
ル
」
で
開
催
さ
れ
、
本
町

か
ら
出
場
し
た
川
畑
さ
お
り
さ
ん

（
湾
）
が
見
事
「
青
年
の
部
（
十
五

～
三
十
九
歳
）」
で
王
座
に
輝
い
た
。

　

川
畑
さ
ん
は
、
節
回
し
が
難
し
く

声
の
高
低
差
が
激
し
い
難
易
度
の
高

い「
嘉
徳
な
べ
加
那
節
」を
歌
い
、「
単

に
技
巧
の
み
な
ら
ず
唄
の
持
つ
背
景

が
見
え
る
」（
審
査
員
）
と
評
価
さ

れ
た
こ
と
で
王
座
を
手
に
し
た
。

　

今
回
の
感
想
を
川
畑
さ
ん
は
「
今

大
会
の
結
果
は
決
し
て
自
分
だ
け
の

力
で
は
得
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
家
族
や
職
場
な
ど
周
囲
の

方
々
の
応
援
や
協
力
の
お
か
げ
で

す
。
ま
た
、
今
回
は
シ
マ
の
皆
さ
ん

に
壮
行
会
ま
で
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
と
て
も
力
に
な
り
ま
し
た
（
14

ペ
ー
ジ
参
照
）」
と
感
謝
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
10
月
に
は
東
京
・
両

国
国
技
館
で
開
催
さ
れ
る
民
謡
民
舞

全
国
大
会
に
も
出
場
を
予
定
し
、「
東

京
か
ら
シ
マ
ま
で
歌
声
が
届
く
よ
う

に
、
楽
し
ん
で
歌
っ
て
き
ま
す
」
と

笑
顔
で
話
し
た
。

　

全
国
喜
界
会
連
合
会
は
活
動
の
一

環
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
へ
の
植
樹

も
行
っ
て
い
る
が
、
４
月
７
日
に

１
５
７
株
（
10
万
円
相
当
）
の
松
食

い
虫
抵
抗
性
ク
ロ
マ
ツ
の
苗
木
が
届

き
、
さ
っ
そ
く
産
業
振
興
課
職
員
に

よ
り
植
樹
さ
れ
た
。

　

十
数
年
前
ま
で
百
之
台
な
ど
で
見

ら
れ
た
ク
ロ
マ
ツ
は
、
害
虫
で
あ
る

松
食
い
虫
の
食
害
を
受
け
、
か
な
り

そ
の
姿
を
減
ら
し
て
い
る
。

　

喜
界
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
西
俣

理
介
会
長
）
で
は
５
月
15
日
か
ら
６

月
30
日
ま
で
、
中
国
大
地
震
被
災
者

救
援
募
金
活
動
を
呼
び
か
け
た
と
こ

ろ
、
喜
界
第
二
中
学
校
（
祝
義
文
校

長
）
が
生
徒
会
が
中
心
と
な
り
募
金

活
動
を
行
っ
た
。

　

生
徒
達
は
毎
朝
、
正
門
に
立
ち
募

金
の
呼
び
掛
け
、
ま
た
職
員
で
も
同

様
に
呼
び
か
け
た
。
募
金
は
日
本
赤

十
字
社
を
通
じ
て
中
国
大
地
震
被
災

者
救
援
金
と
し
て
活
用
さ
れ
る
。

※
募
金
額
は
下
記
の
と
お
り

喜
界
第
二
中
学
校
前

　

一
万
四
千
百
四
十
一
円

役
場
住
民
課
前

　

一
万
六
千
四
百
十
七
円

社
会
福
祉
協
議
会

　

二
万
千
五
百
九
十
四
円

合
計
金
額

　

五
万
二
千
百
五
十
二
円

ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
に
放
送
さ
れ
好
評
を
得

た
土
曜
ド
ラ
マ｢

ジ
ャ
ッ
ジ
～
島
の

裁
判
官
奮
闘
記｣

の
パ
ー
ト
２
の
撮

影
が
７
月
５
か
ら
９
日
に
か
け
て
、

島
内
一
円
で
行
わ
れ
た
。

　

ド
ラ
マ
の
内
容
は
、
離
島
に
裁
判

官
と
し
て
赴
任
し
た
主
人
公･

恭

介
（
西
島
秀
俊
）
と
妻
（
戸
田
菜
穂
）

と
娘
の
三
人
家
族
が
様
々
な
事
件
を

と
お
し
て
「
人
々
の
幸
福
と
は
何
か
、

裁
判
官
に
は
何
が
出
来
る
の
か
」
と

悩
み
な
が
ら
も
成
長
し
て
い
く
一
年

間
を
描
い
て
い
る
。

　

撮
影
箇
所
は
、
湾
港
、
伊
実
久
の

牧
場
、小
野
津
公
民
館
、ス
ギ
ラ
ビ
ー

チ
、
空
港
な
ど
。

　

喜
界
島
の
ほ
か
、
奄
美
大
島
や
徳

之
島
で
も
撮
影
が
行
わ
れ
、
放
送
予

定
は
11
月
１
日
夜
９
時
か
ら
毎
週
土

曜
日
（
全
５
回
）
と
な
っ
て
お
り
、

主
題
歌
は
奄
美
出
身
の
中
孝
介
さ
ん

に
よ
る
『
路
の
途
中
』。

　

夏
休
み
に
入
り
、
た
く
さ
ん
の
家

族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
う
ス
ギ
ラ

ビ
ー
チ
で
７
月
21
日
、
人
面
魚
が
発

見
さ
れ
た
。

　

上
嘉
鉄
の
冨
悠
喜
く
ん
（
６
歳
）

が
捕
獲
に
成
功
し
「
こ
れ
は
珍
し
い

の
で
、
ぜ
ひ
『
広
報
き
か
い
』
で
紹

介
し
て
欲
し
い
」
と
役
場
に
写
メ
を

投
稿
し
た
。

�

全
国
喜
界
会
連
合
会
よ
り
ク
ロ
マ

ツ
の
苗
木
１
５
０
株
届
く

川
畑
さ
お
り
さ
ん
民
謡
王
座
に     

輝
く
～
県
民
謡
王
座
決
定
戦
～

川
畑
さ
お
り
待
望
の

フ
ァ
ー
ス
ト
ア
ル
バ
ム

タ
イ
ト
ル
「
花
」

Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ａ
レ
コ
ー
ド
よ
り

絶
賛
発
売
中
！

定
価
２
、８
３
５
円

副町長に結果報告する川畑さん

森は生き続ける

�

善
意
の
中
国
大
地
震
被
災
者
救
援

募
金
五
二
、一
五
二
円
集
ま
る

中国四川省の被災者へ届けられる

�

撮
影
快
調　

乞
御
期
待

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
「
ジ
ャ
ッ
ジ
」

伊実久のグローリー牧場にて

�

人
面
魚
発
見
!!

「ポニョ」じゃないよ
「ウブー」だよ

そ
の
２
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平 成 ２０年 度 営 農 座 談 会 開 催
各地区を巡回　農家と行政・関係機関が意見交換

　

お
も
な
技
連
会
各
部
門
か
ら
の
報

告
は
次
の
と
お
り
。

〈
糖
業
部
会
〉

　

収
穫
面
積
な
ど
に
応
じ
A
１
か

ら
A
５
に
区
分
し
、
買
い
取
り
価

格
に
差
が
生
じ
る
。　

〈
農
政
部
会
〉

　

認
定
農
業
者
制
度
の
説
明
や
、
そ

の
優
遇
措
置
に
つ
い
て
。

　

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
。

　

農
業
者
年
金
制
度
に
つ
い
て
。

〈
畜
産
部
会
〉

　

５
月
セ
リ
市
の
成
績
報
告
。

　

新
規
農
家
育
成
簡
易
牛
舎
設
置
事

業
・
新
規
農
家
牛
導
入
事
業
・
家
畜

導
入
（
町
有
牛
）
補
助
事
業
な
ど
畜

産
関
係
補
助
事
業
に
つ
い
て
。

　

１
年
１
産
体
制
の
確
立
に
つ
い

て
。

〈
園
芸
部
会
〉

　

ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
や
カ
ン

キ
ツ
グ
リ
ー
ニ
ン
グ
病
に
つ
い
て
。

　　

各
地
区
で
の
質
疑
応
答
に
つ
い
て

は
次
の
と
お
り
。

問�　

A
５
の
J
A
さ
と
う
き
び
部

会
に
加
入
し
て
い
る
農
家
は
、
平

成
21
年
産
か
ら
は
交
付
金
が
も
ら

え
な
い
の
は
決
定
か
。

答�　

こ
の
制
度
が
で
き
た
と
き
の
約

束
事
な
の
で
決
定
で
す
。

問�　

さ
と
う
き
び
品
種
22
号
、
23
号
、

８
号
と
同
等
ま
た
は
そ
れ
以
上
の

品
種
は
？
奨
励
品
種
の
選
定
は
17

号
の
例
が
あ
る
の
で
万
全
を
期
し

て
欲
し
い
。

答�　

ど
の
品
種
も
特
性
が
あ
り
一
概

に
は
言
え
な
い
が
、
総
合
的
に
は

８
号
が
良
い
の
で
は
。

問�　

ト
ラ
ッ
シ
ュ
に
つ
い
て
、
30
％

と
か
40
％
は
ひ
ど
す
ぎ
る
の
で

は
？

答�　

ト
ラ
ッ
シ
ュ
を
計
測
す
る
方　

法
が
県
の
指
導
の
下
行
っ
て
お
り

決
め
ら
れ
て
い
る
。
来
期
に
関
し

て
は
別
の
採
取
方
法
の
取
り
入
れ

を
考
え
て
い
る
。　

問�　

Ａ
４
、
Ａ
５
（
１
h
a
以
下
の

収
穫
面
積
の
生
産
者
）
が
Ａ
１
、

A
２
（
認
定
農
業
者
等
や
収
穫
面

積
が
１
h
a
以
上
、
収
穫
面
積
の

合
計
が
4.5
h
a
以
上
の
組
織
）
に

委
託
を
さ
せ
た
確
認
方
法
は
？

答�　

平
成
19
年
産
で
Ａ
５
に
な
っ
て

い
る
農
家
は
Ｊ
Ａ
か
ら
申
込
書
、

申
受
書
が
配
布
さ
れ
る
の
で
、
そ

れ
に
受
託
者
の
印
鑑
を
押
印
し
て

提
出
し
て
い
た
だ
き
確
認
と
な
り

ま
す
。

問�　

加
工
セ
ン
タ
ー
で
島
外
へ
出
荷

す
る
た
め
の
製
品
作
り
が
で
き
な

い
か
？

答�　

２
つ
の
加
工
室
が
あ
り
、
ひ
と

つ
は
結
グ
ル
ー
プ
が
週
３
～
４
回

借
り
て
加
工
品
（
フ
ス
ボ
ー
や
豆

か
っ
ら
ー
）
を
作
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
私
達
も
、
も
う
ひ
と
つ
の

加
工
室
で
賞
味
期
限
な
ど
の
関
係

が
あ
り
、
す
ぐ
に
販
売
と
ま
で
は

行
き
ま
せ
ん
が
規
格
外
の
ト
マ
ト

や
フ
ス
ー
を
買
い
上
げ
て
試
作

（
ジ
ャ
ム
や
ケ
チ
ャ
ッ
プ
、
ジ
ュ
ー

ス
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
完
成
し

ま
し
た
ら
、
付
加
価
値
を
付
け
て

販
売
し
た
い
。

問�　

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
悪
い
と
こ

ろ
は
な
い
か
？
ま
た
、
セ
ッ
ト
の

仕
方
を
高
齢
者
を
中
心
に
教
え
て

い
た
だ
き
た
い
。
今
年
度
設
置
し

た
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
方
が
調
整

し
や
す
く
当
初
に
導
入
さ
れ
た
ス

プ
リ
ン
ク
ラ
ー
は
調
整
が
し
に
く

い
が
ど
う
に
か
な
ら
な
い
も
の

か
？

答�　

不
具
合
が
あ
る
場
合
は
，
確　

認
を
し
取
り
替
え
る
が
、
ま
ず
は

連
絡
を
い
た
だ
き
た
い
。

問�　

畜
産
農
家
は
堆
肥
を
販
売
し
て

い
な
い
の
か
？

答　

堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
肥
料
は
足　

り
な
い
状
況
で
、
畜
産
農
家
は
販
売

ま
で
は
し
て
い
な
い
。
ほ
し
い
方
は

畜
産
農
家
と
連
携
を
し
て
い
る
事
例

も
あ
り
ま
す
の
で
是
非
連
携
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

各
小
学
校
区
ご
と
に
部
門
別
で
活
発
な
議
論

　町・県の行政機関や農業関連機関（農協や生和糖業など）で組織する、
喜界町農林技術員連絡協議会（会長 : 栄常光産業振興課長 略称 : 技連会）
は７月８日から 15 日まで、町内全農家を対象に営農座談会を各小学校
区別に開催した。
　各会場では、技連会の糖業部門・農政部門・畜産部門・園芸部門から
の報告があり、その後に質疑応答や意見交換が行われた。

小野津地区

上嘉鉄地区

志戸桶地区



喜界 2 年連続総合８位
　

第
62
回
県
民
体
育
大
会
・
第
49
回
大
島
地
区
大
会
（
郡
体
）
が
、
７
月
４
～

６
日
、
19
～
20
日
に
奄
美
市
で
行
わ
れ
た
。

　

喜
界
は
総
合
で
８
位
、
女
子
総
合
で
９
位
と
な
っ
た
。
惜
し
く
も
優
勝
し
た

競
技
は
な
か
っ
た
が
、
相
撲
や
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
な
ど
で
活
躍
が
光
り
、
特
に
男

子
バ
レ
ー
は
中
学
高
校
に
バ
レ
ー
部
が
な
い
な
か
、14
年
ぶ
り
に
ベ
ス
ト
４（
３

位
）
入
り
と
大
き
く
躍
進
し
た
。

　

他
の
競
技
で
は
、
軟
式
野
球
、
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
弓
道
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

が
見
事
３
位
に
食
い
込
ん
だ
。

先陣を切ったゴルフ競技　喜界
の初出場から連続出場する玉利
学選手　結果は５位入賞

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
は
男
女
と
も
安
定
し
た

試
合
運
び
で
と
も
に
準
優
勝
と
な
っ
た
。

　

準
決
勝
の
相
手
は
男
女
と
も
宇
検
と
な

り
、
ま
た
、
決
勝
の
相
手
も
と
も
に
奄
美

で
あ
っ
た
。

　

男
女
と
も
来
年
は
「
打
倒
奄
美
」
の
格

好
と
な
っ
た
。

優勝した瀬戸内に見事勝利を収めた喜界（一般１部）。
瀬戸内と２勝１敗で並んだが、ポイント差で惜しくも２
位に甘んじた。一般２部も準 V。知名に勝利を収め、３位に食い込んだ女子バスケットボール

相
撲
一
部
・
二
部
と
も
２
位
、
男
子
バ
レ
ー
４
強
入
り

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
女
そ
ろ
っ
て
２
位
な
ど
健
闘

01ゴルフ

01
郡内でもその名が聞こえる喜界野球。湾クラブは
初出場をものともせず、着実に３位に入った。

02野球

02

03男女ソフトテニス

03 03

第 62 回 県 民 体 育 大 会
第 49 回 大 島 地 区 大 会

04相撲

04

05
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

05

10



技術はもちろん精神力が勝負を大きく左右する弓道競
技。次の試合を控え副町長、教育長らの激励を受ける。
３位入賞。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
技
で
は
、
予
選
リ
ー
グ

を
２
戦
全
勝
と
順
当
に
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
へ
駒
を
進
め
、
龍
郷
に
20
対
９
で
勝
利

し
３
位
入
賞
を
果
た
し
た
。

２
年
連
続
準
優
勝
だ
っ
た
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

競
技
。
今
年
こ
そ
優
勝
と
気
合
い
十
分
で
試
合

に
臨
ん
だ
が
、
優
勝
し
た
瀬
戸
内
に
敗
れ
、
来

年
こ
そ
優
勝
を
ね
ら
う

　

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、
予

選
リ
ー
グ
一
勝
一
敗
と
辛
く
も

決
勝
進
出
、
そ
の
後
体
勢
を
立

て
直
し
、
予
選
を
２
戦
全
勝
と

波
に
乗
る
優
勝
候
補
の
奄
美
に

フ
ル
セ
ッ
ト
の
末
に
激
勝
し

た
。

　

準
決
勝
は
瀬
戸
内
に
フ
ル

セ
ッ
ト
ま
で
も
つ
れ
る
接
戦
を

演
じ
、
惜
し
く
も
敗
れ
は
し
た

も
の
の
14
年
ぶ
り
の
３
位
入
賞

と
躍
進
し
た
。

　

た
た
か
い
を
終
え
て
原
田
彰

監
督
は
「
サ
ー
ブ
と
レ
シ
ー
ブ

を
確
実
に
し
、
上
地
・
操
の
両

エ
ー
ス
に
後
を
託
す
と
い
う

『
シ
ン
プ
ル
バ
レ
ー
』
を
展
開
し

た
。
多
彩
な
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
や
相
手
の
裏
を
か
く
こ
と
を

捨
て
て
基
本
に
立
ち
返
っ
た
結

果
だ
。
３
位
に
満
足
す
る
こ
と

な
く
来
年
は
も
う
一
段
上
を
目

指
し
た
い
」
と
話
し
た
。

ホールポールに向かって一直線

激
し
く
ボ
ー
ル
を
奪
い
合
う

激
し
く
競
り
合
う

06弓道

06

07ゲートボール

07

09男子ソフトボール

09

10
男
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

11 サッカー

10

11
12

12

12
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

08グランドゴルフ

11　Kikai Public Relations 2008.8



12

　

気
に
な
る
優
勝
の
行
方
は
激
戦
を

勝
ち
抜
い
た
湾
チ
ー
ム
と
池
治
チ
ー

ム
が
決
勝
戦
で
激
突
し
、
池
治
チ
ー

ム
の
主
砲
・
吉
本
実
さ
ん

(54)
に
よ
る

値
千
金
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
（
実
際
は
平

凡
な
三
遊
間
ゴ
ロ
を
野
手
が
後
逸
）

に
よ
り
、
決
勝
戦
に
相
応
し
い
一
対

〇
の
接
戦
を
、
辛
く
も
池
治
チ
ー
ム

が
制
し
た
。

　

40
歳
以
上
男
子
に
よ
る
世
代

間
・
集
落
間
の
親
睦
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
、
壮
年
ス
ロ
ー

ピ
ッ
チ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
６

月
29
日
、
区
長
会
（
高
島
純
也
会

長
）
の
主
催
で
21
チ
ー
ム
を
集
め

て
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ

れ
た
。

　

開
会
式
で
高
島
会
長
は
「
今
晩

の
反
省
会
で
う
ま
い
焼
酎
が
飲

め
る
よ
う
に
、
怪
我
に
は
注
意
さ

れ
な
が
ら
も
、
素
晴
ら
し
い
好
プ

レ
ー
珍
プ
レ
ー
を
期
待
し
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
つ
づ
い
て
選
手

代
表
の
宮
下
正
信
さ
ん
（
荒
木
）

に
よ
る
選
手
宣
誓
で
た
た
か
い
の

火
ぶ
た
が
切
っ
て
お
と
さ
れ
た
。

壮
年
ス
ロ
ー
ピ
ッ
チ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

第24回

「宣誓！我々選手一同は、日頃よりヌダイ

カダイして鍛え抜いたメタボな体にムチ

打ちながらも、ムキになって怪我などし

ないように、また、試合より長くなりそ

うな反省会で、酔っぱらって明日の仕事

に差し支えないように、昼も夜も適度に

頑張ることを誓います。選手代表、荒木

チーム補欠、宮下正信！」

野
次
「�

吉

之
、

ダ

ア

き
ゃ
っ
ち
ゃ
ー

み
っ
と
ネ
ー
ラ

ン
ス
ナ
」

里
居
「�（
ナ
ー
ト
ゥ
ユ

ミ

タ

丸

出

し

で
）
ア
ア
イ
ー
、

ハ

ニ

ガ

ア

リ

バ

ジ

ャ

ガ

ヨ

オ
ー
」

野
次
「�

み

っ

と

も

な

い
・
・
・
」

さ
あ
、
集
落
の
威
信
を
か
け

た
真
剣
勝
負
の
始
ま
り
だ

礼儀正しく
「ダンナーニェーマキランド」

は
や
く
落
ち
て
来
い

「
ミ
ッ
ト
」
も
無
い

鉄
壁
の
守
備
陣
を
誇
る
上
中
B

チ
ー
ム
。
上
嘉
鉄
地
区
は
中
西

東
で
５
チ
ー
ム
の
大
選
手
団
を

派
遣
し
た

ナマジャ　カミ！
「
見
よ
！
こ
の
華
麗
な
る
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
」

「
や
っ
ぱ
り
ダ
メ
か
」（
シ
ョ
ン
ボ
リ
）嗚呼  栄冠は池治チームに輝く

合言葉は「小よく大を制す」

相手ピッチャーが投じた決め球に照準を
合わせる坂嶺チームの利喜美弘選手

そ
の
３



５年前に撮影した子どもたちとも再開

※
編
者
よ
り

　

左
の
色
囲
み
文
は
、
実
際
に
長
島

君
が
体
験
し
た
こ
と
を
、
本
人
の

手
に
よ
り
記
事
に
し
た
も
の
で
す
。

報
道
文
法
の
間
違
い
や
誤
字
な
ど

は
あ
り
ま
す
が
、
出
来
事
を
伝
え
よ

う
と
す
る
構
成
力
に
は
目
を
見
張

る
も
の
が
あ
り
、
目
を
通
し
た
あ

と
、
思
わ
ず
「
将
来
は
役
場
に
入
っ

て
広
報
担
当
を
す
れ
ば
？
」
と
声

を
か
け
た
ほ
ど
で
し
た
。

13　Kikai Public Relations 2008.8

特
攻
花
を
追
い
続
け
る
写
真
家

仲
田
千
穂
さ
ん
一
中
訪
問

　

19
歳
の
時
に
特
攻
花
の
話
し
を
聞

き
、
何
か
に
突
き
動
か
さ
れ
る
よ
う

に
喜
界
島
を
単
身
訪
問
し
て
以
来
、

写
真
家
と
し
て
特
攻
花
を
追
い
続
け

る
仲
田
千
穂
さ
ん
が
７
月
14
日
、
第

一
中
学
校
（
濵
頼
光
校
長
）
で
講
演

を
し
た
。

　

講
演
で
は
、
特
攻
花
に
係
わ
る
よ

う
に
な
っ
た
経
緯
や
、
特
攻
花
に
ま

つ
わ
る
こ
と
に
ふ
れ
な
が
ら
、「
私

の
祖
父
は
戦
時
中
に
ビ
ル
マ
で
負
傷

し
ま
し
た
。
祖
父
は
悲
惨
な
戦
争
の

話
し
を
あ
ま
り
し
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
は
お
じ
い
さ
ん
や

お
ば
あ
さ
ん
に
戦
争
で
、
ど
ん
な
こ

と
が
あ
っ
た
の
か
聞
い
て
み
て
く
だ

さ
い
」
と
訴
え
、「
特
攻
花
に
出
会
っ

た
こ
と
で
色
ん
な
人
と
の
出
会
い
が

あ
り
、
自
分
の
世
界
が
広
が
っ
た
。

皆
さ
ん
も
何
か
に
興
味
を
持
っ
た

ら
、
そ
れ
を
大
事
に
し
て
く
だ
さ
い
」

と
付
け
加
え
た
。

職
場
体
験
学
習
で

「
広
報
き
か
い
」
記
者
を
体
験

　

働
く
こ
と
の
意
義
を
学
び
、
将
来

に
向
け
、
目
的
を
持
っ
て
学
習
に
取

り
組
む
た
め
の
「
職
場
体
験
学
習
」

を
７
月
２
日
か
ら
２
日
間
、
第
一
中

学
校
（
濵
頼
光
校
長
）
が
行
っ
た
。

　

参
加
生
徒
は
２
年
生
55
人
、
３
年

生
67
人
で
、
そ
れ
ぞ
れ
空
港
や
各
商

店
な
ど
で
職
場
を
体
験
し
た
。
な
か

で
も
、
２
年
生
の
長
島
翔
君
は
役
場

企
画
課
を
学
習
先
に
選
び
職
場
体
験

学
習
を
し
た
。

　

７
月
２
日
水
曜
日
、
職
場
体
験
学

習
で
、
第
一
中
学
校
の
長
島
翔
君
が

喜
界
町
役
場
を
訪
れ
た
。
主
に
、
企

画
課
の
仕
事
を
体
験
し
、
と
て
も
き

ん
ち
ょ
う
し
た
様
子
で
自
己
紹
介
を

済
ま
せ
る
と
、
体
験
生
担
当
の
植
村

さ
ん
に
、
企
画
課
、
他
の
各
課
の
仕

事
内
容
の
お
お
ま
か
な
説
明
を
受

け
、
広
報
き
か
い
の
出
来
方
な
ど
を

聞
き
、
午
前
中
は
植
村
さ
ん
と
同
行

し
、
広
報
き
か
い
の
取
材
を
行
っ
た
。

そ
の
中
で
く
ら
も
と
へ
、
メ
ジ
ロ
に

つ
い
て
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
行
っ
た

が
い
そ
が
し
い
様
子
で
、
詳
し
い
こ

と
は
聞
け
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ハ

イ
ビ
ス
カ
ス
、
テ
ナ
ガ
エ
ビ
の
写
真

撮
影
は
上
手
く
い
っ
た
よ
う
だ
っ

た
。
た
っ
た
一
枚
の
写
真
を
撮
る
大

変
さ
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
相
手
の
つ

ご
う
、
自
分
の
つ
ご
う
な
ど
色
々

あ
っ
て
難
し
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
が

分
か
っ
て
、
と
て
も
感
心
し
て
い
た
。

〈
原
文
ま
ま
〉

そ
の
４

～平成２１年度推薦入校者選考試験のお知らせ～
※県が設置した公共職業能力開発施設で、技能技術者を養成し、就職を支援しています。

（１）応募資格　高等学校を平成２１年３月卒業見込みの者

（２）応募手続き
　　・高等学校長の推薦
　　・①入校願書 ②調査書（全国統一様式高卒者用）③写真２枚
　　　　入校検定料 2,200 円（入校願書に鹿児島県収入証紙添付）
　　　　※写真は縦４㎝、横３㎝、上半身脱帽正面前向き

（３）試験会場　鹿屋高等技術専門校
（４）選考方法　筆記試験 [ 数学Ⅰ ]、面接

■ 必要経費　入校料：５，６５０円　授業料：年額１１８，８００円（経済的事情により減免制度あり）
　　　　　　 教材費：６０，０００円（教科書、実習服等）　後援会費：年額１２，０００円
■ 寄宿舎（寮）  希望者は寄宿舎を利用できます。月額２６，０００円（食費込み）
■ 主な就職先　  電気工事会社、電気通信工事会社、空調設備工事会社など

鹿児島県立鹿屋高等技術専門校 電気設備科

学校調査書において、評定がおおむね 3.5 以上の者
学校調査書において、出席率がおおむね 95%以上の者
試験に合格した場合、入校することを確約できる者 

平成 20 年 8 月 25 日 ( 月 )
～ 9 月 10 日 ( 水 )

平成 20 年 9 月 22 日 ( 月 )
平成 20 年 9 月 30 日 ( 火 )

願書受付期間：

選考試験日：
合格発表日：

取材に出かける長島君
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『
川
畑
さ
お
り
さ
ん
』
２
０
０
８
鹿

児
島
県
民
謡
王
座
決
定
戦
・
平
成
20

年
度
民
謡
民
舞
全
国
大
会
出
場
壮
行

会
の
夕
べ

　

川
畑
さ
お
り
さ
ん
（
本
町
湾
出
身
）

が
こ
の
度
、
２
０
０
８
鹿
児
島
県
民

謡
王
座
決
定
戦
と
平
成
20
年
度
民
謡

民
舞
全
国
大
会
の
出
場
が
決
定
し
た

の
を
記
念
し
、
６
月
30
日
（
月
）
に

中
央
公
民
館
旧
館
ホ
ー
ル
で
壮
行
会

の
夕
べ
（
町
文
化
協
会
主
催
・
町
教

委
後
援
）
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

川
畑
さ
お
り
さ
ん
は
、
９
歳
か
ら

三
味
線
を
習
い
始
め
、
持
ち
前
の
明

る
さ
と
情
熱
で
全
国
日
本
少
年
少
女

民
謡
民
舞
大
会
中
学
生
の
部
で
３
位

入
賞
す
る
な
ど
数
々
の
輝
か
し
い
功

績
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
12
月
、
奄
美
市
で
行
わ
れ
た

民
謡
民
舞
奄
美
連
合
大
会
で
最
高
賞

で
あ
る
「
協
会
賞
」
に
輝
き
、
両
大

会
に
出
場
が
決
定
し
た
次
第
で
す
。

　

当
日
は
、
大
会
出
場
を
祝
い
、
島

の
若
手
唄
者
や
町
文
化
協
会
加
盟
団

体
に
よ
る
舞
踊
な
ど
で
、
舞
台
を

大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

な
お
、
川
畑
さ
ん
は
７
月
６
日
に

鹿
児
島
市
の
宝
山
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

た
２
０
０
８
鹿
児
島
県
民
謡
王
座
決

定
戦
青
年
の
部
で
見
事
優
勝
し
（
８

ペ
ー
ジ
参
照
）、
10
月
19
日
に
両
国

国
技
館
で
行
わ
れ
る
平
成
20
年
度
民

謡
民
舞
全
国
大
会
を
前
に
弾
み
を
付

け
ま
し
た
。

　

今
月
号
は
、
第
三
分
科
会
で
決
定

し
た
実
践
事
項
を
掲
載
い
た
し
ま
し

た
。

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
の
定

義
で
は
「
健
康
と
は
、
肉
体
的
、
精

神
的
並
び
に
社
会
的
に
完
全
に
良
好

な
状
態
に
あ
る
事
で
あ
り
、
単
に
病

気
や
虚
弱
で
な
い
こ
と
に
と
ど
ま
る

も
の
で
は
な
い
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

正
し
い
食
生
活
、
適
度
な
運
動
、
休

養
、
ス
ト
レ
ス
、
こ
の
４
つ
を
、
バ

ラ
ン
ス
良
く
保
つ
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

病
気
を
生
み
出
す
の
も
習
慣
な

ら
、
健
康
を
つ
く
る
の
も
習
慣
で
す
。

食
生
活
や
生
活
習
慣
を
改
め
て
「
健

康
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
意
識
を

日
々
の
生
活
に
生
か
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
任
期
終
え
、
帰
国

　

昨
年
の
八
月
二
十
三
日
に
来
日

し
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
し
て
活
躍
し
た
イ
シ

イ 

ジ
ェ
ナ 

サ
ツ
キ
さ
ん
が
一
年
間

の
任
期
を
終
え
ま
し
た
。

　

ジ
ェ
ナ
さ
ん
は
町
内
小
・
中
学
校
、

喜
界
高
等
学
校
で
児
童
・
生
徒
に
対

し
て
、
英
語
を
教
え
ま
し
た
。
小
学

校
で
は
、
工
夫
し
た
自
作
の
教
材
・

教
具
を
使
っ
て
授
業
を
し
ま
し
た
。

中
学
校
や
高
等
学
校
で
は
、
重
要
視

さ
れ
て
い
る
「
話
す
」「
聞
く
」
を

伸
ば
す
た
め
、
英
語
教
師
と
と
も
に

テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
で
授
業
を

し
ま
し
た
。
ど
の
学
校
で
も
、
分
か

り
や
す
く
、
楽
し
い
と
評
判
で
し
た
。

や
る
気
塾
で
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す

　

五
月
二
十
五
日
（
日
）
に
平
成

二
十
年
度
「
喜
界
町
家
庭
学
習
サ

ポ
ー
ト
教
室
『
や
る
気
塾
』」
が
始

ま
り
、
七
月
ま
で
に
五
回
開
催
し
ま

し
た
。

　

前
期
は
、
小
学
四
年
生
三
十
名
、

五
年
生
十
五
名
、
六
年
生
十
八
名
、

中
学
生
五
十
五
名
、
高
校
生
二
名
の

計
百
二
十
名
が
参
加
し
、
毎
回
会
場

が
参
加
者
で
ぎ
っ
し
り
で
す
。

　

ま
た
、
毎
回
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講

師
に
よ
る
楽
し
い
授
業
が
あ
り
、
参

加
者
に
は
非
常
に
好
評
で
す
。

 　

授
業
は
、
参
加
者
の
関
心
・
意
欲

を
高
め
る
内
容
で
、
算
数
や
図
工
、

社
会
な
ど
教
科
も
様
々
で
す
。
前
期

は
九
月
七
日
、
十
月
十
九
日
、
十
月

二
十
六
日
の
残
り
三
回
あ
り
ま
す
の

で
、
時
間
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
子
ど

も
た
ち
の
頑
張
っ
て
い
る
様
子
を
参

観
に
来
て
く
だ
さ
い
。

第
14
回
喜
界
町
生
涯
学
習
推
進

大
会
実
践
事
項

第 3 分科会
〈生き生き健やか健康部会〉

【実践事項】
自 分 に あ っ た 健 康 法、 バ ラ ン
ス の と れ た 食 事・ 運 動 を 継 続
します。

発表予定曲を含む全４曲を披露した
川畑さおりさん

～
あ
り
が
と
う
、
ジ
ェ
ナ
さ
ん
～

～
喜
界
島
の
子
ど
も
も
や
れ
ば

で
き
る
～

小学校での授業の様子

算数・数学の楽しい話

百
三
十
名
の
町
民
が

激
励
！



暮
ら
し
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　
「
借
金
返
済
の
た
め
に
借
金
を
く

り
返
し
、
気
が
付
く
と
多
数
の
金
融

業
者
か
ら
多
額
の
借
金
を
抱
え
て
し

ま
っ
た
」。
こ
れ
を
多
重
債
務
と
い

い
ま
す
。

　

弁
護
士
・
司
法
書
士
か
ら
の
受
任

通
知
や
裁
判
所
か
ら
の
通
知
で
、
債

権
者
か
ら
の
取
り
立
て
を
停
止
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

解
決
方
法
が
あ
り
ま
す

　

多
重
債
務
を
解
決
で
き
る
４
つ
の

方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

①
任
意
整
理

　

裁
判
所
を
利
用
せ
ず
、
弁
護
士
や

司
法
書
士
に
依
頼
し
、
債
権
者
と
交

渉
し
て
も
ら
い
債
務
整
理
す
る
方

法
。

②
特
定
調
停

　

簡
易
裁
判
所
に
調
停
手
続
き
を
す

る
こ
と
で
、
選
任
さ
れ
た
調
停
委
員

に
債
権
者
と
の
間
を
あ
っ
せ
ん
し
て

整
理
す
る
方
法
。

③
個
人
再
生
法

　

地
方
裁
判
所
に
申
し
立
て
を
し
、

将
来
の
給
料
な
ど
の
収
入
に
よ
っ

て
、
債
務
の
一
部
に
つ
い
て
返
済
計

画
を
立
て
る
手
続
き
。

④
自
己
破
産

　

全
財
産
を
充
て
て
も
返
済
し
き
れ

な
い
場
合
に
、
地
方
裁
判
所
に
申
し

立
て
を
し
ま
す
。

　

免
責
許
可
の
決
定
が
確
定
す
れ

ば
、
債
務
の
支
払
義
務
が
免
除
さ
れ

ま
す
。

　

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
大
島
消
費
生
活
相

談
所
（
52-

0
９
９
９
）、
鹿
児
島

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
0
９
９-

２
２
４-
０
９
９
９
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

奄
美
地
区
タ
ク
シ
ー
協
会
で
は
、

管
内
す
べ
て
の
タ
ク
シ
ー
に
お
い

て
、
車
内
全
面
禁
煙
を
す
で
に
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
町
内
す

べ
て
の
タ
ク
シ
ー
で
も
実
施
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

実
施
日:

平
成
20
年
８
月
５
日

　

鹿
児
島
県
警
で
は
、
年
間
を
と
お

し
て
「
行
方
不
明
者
」
や
「
無
縁
仏
」

に
な
ら
れ
た
方
々
の
身
元
の
確
認
作

業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
８
月

中
は
強
化
月
間
と
し
て
、
警
察
本
部

や
県
下
各
警
察
署
に
相
談
所
を
設
け

て
い
ま
す
。

　

長
い
間
、
音
信
が
無
く
連
絡
が
取

れ
な
い
方
や
家
出
人
な
ど
が
い
ら
っ

し
ゃ
れ
ば
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
個
人
の
秘
密
は

厳
重
に
守
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

県
警
本
部
鑑
識
課

　

０
９
９-

２
０
６-

０
１
１
０

　
　
　
　
（
内
線
４
６
２
６
）

奄
美
警
察
署

　

０
９
９
７-

５
３-

０
１
１
０

　
　
　
　
（
内
線
３
９
１
）

喜
界
幹
部
派
出
所

　

65-

４
３
０
９

　
　
　
　
（
内
線
５
０
３
）

　

ま
た
は
、
最
寄
り
の
交
番
・
駐
在

所
へ
ど
う
ぞ
。

　

年
金
か
ら
保
険
料
を
天
引
き
さ
れ

て
い
る
方
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
要

件
を
満
た
す
場
合
は
、
申
し
出
に
よ

り
口
座
振
替
に
変
更
す
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。

〈
要
件
〉

①
こ
れ
ま
で
、
国
保
の
保
険
税
を
確

実
に
納
付
し
て
い
た
者
（
本
人
）
が
、

口
座
振
替
に
よ
り
納
付
す
る
場
合
。

②
連
帯
納
付
義
務
者
（
世
帯
主
、

配
偶
者
）
が
い
る
年
金
収
入
が

百
八
十
万
円
未
満
の
者
が
、
そ
の
口

座
振
替
に
よ
り
納
付
す
る
場
合
。
問

い
合
わ
せ
先

　

役
場
保
健
福
祉
課

65-

１
１
１
１
（
内
線
39
）
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　県内の各社会保険事務所では、次の日程で年金相談窓口の休日開庁を実施します。ぜひこ
の機会にご自身の年金についてご相談ください。

月 実施日 年金相談受付日

８月

　４日（月） 年金相談の受付時間は
月・火曜日は　８：３０から１９：００まで、
土曜日は９：３０から１６：００まで

（その他の平日は８：３０から
　　　　　　　１７：１５までの受付です。）

　９日（土）

１１日（月）

１８日（月）

２５日（月）

８月の年金相談に関するお知らせ

　７～８月の休日開庁日は平成 20 年６月 30 日現在の予定です。上記以外の日に時間延長・
休日開庁相談が実施されることがあります。詳しくは最寄りの社会保険事務所にお問い合わ
せ下さい

■
借
金
で
お
困
り
の
方
へ

～
多
重
債
務
問
題

■
ご
存
知
で
す
か
？
奄
美
地

　

区
で
も
タ
ク
シ
ー
全
面
禁
煙

■
行
方
不
明
者
を
さ
が
す

　

相
談
所
を
開
設

■�

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
徴
収
に
つ
い
て



町内外の応援してくださった方々へ
　この度は，僕たち喜界高校野球部の大会出場に当たり，町民のみ
なさんには物心両面において大きなご支援をいただき，本当に有り
難うございました。僕たちは，みなさんの応援のおかげで１回戦の
鹿児島水産戦，２回戦の武岡台戦，３回戦の鹿児島南戦，４回戦の
奄美戦で何とか勝利し，ベスト８に進出することができました。準々
決勝では，第１シードの鹿児島工業に１－４で敗れてしまいました
が，一生の思い出に残る熱い夏を過ごすことができました。
　この２週間の大会を通して強く感じたことがあります。それは，
仲間の大切さ，目標に向かって一生懸命に頑張ることの意味，何が
あっても粘り抜くことの必要性，そして何より，自分たちを支えて
くださる全ての方々への感謝の気持ちです。大会を勝ち進む中で，
僕たちは人間的にも大きく成長することができました。
　百人近い部員のいる相手にも真っ向から勝負することができま
した。これは間違いなくみなさんの後押しがあったおかげです。
　僕たち 10 人の３年生は，この大会を最後に野球部を引退します。
甲子園出場という夢は，残念ながら叶いませんでしたが，それ以
上に価値のあるものを手に入れられたと感じています。
　16 人の後輩たちは，早速練習を開始しました。引退する３年生
も新チームを作っていく１・２年生も，新しい目標を掲げて一生
懸命頑張っていきますので，これからも喜界高校野球部，そして
喜界高校への温かいご声援をよろしくお願いします。
　本当に有り難うございました。

喜界高校野球部　主将　相良悠馬
力のこもった応援をする ” おかあさん ” たち

～甲子園の前に高くそびえる大きな壁が視界にはいった
　　　　　　　そして甲子園が決して夢でないことがわかった～
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喜
界
高
校
が
10
年
ぶ
り
に
ベ
ス
ト
８

入
り
を
果
た
し
た
。
７
月
10
日
、
８
強

入
り
を
か
け
た
試
合
は
、
奄
美
勢
同
士

の
奄
美
高
校
と
の
対
決
と
な
っ
た
。
初

回
い
き
な
り
相
手
チ
ー
ム
に
１
点
の
先

制
を
許
す
も
、
す
か
さ
ず
そ
の
裏
、
喜

界
高
校
は
２
点
を
奪
い
逆
転
に
成
功
。

３
回
と
８
回
に
も
１
点
づ
つ
追
加
し
、

投
げ
て
は
主
戦
、
相
良
が
伸
び
の
あ
る

直
球
を
武
器
に
散
発
３
安
打
に
押
さ
え

４
対
１
で
快
勝
し
た
。

　

早
速
地
元
で
は
12
日
に
行
わ
れ
た

準
々
決
勝
に
む
け
、
野
球
部
Ｏ
Ｂ
な
ど

が
カ
ン
パ
を
呼
び
か
け
た
。
喜
界
高
校

で
は
、
船
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
全
校
応
援

を
行
う
な
ど
、
ま
た
、
町
民
を
対
象
に

応
援
ツ
ア
ー
を
企
画
す
る
な
ど
、
小

さ
な
島

の
球
児

達
の
快

挙
に
島

じ
ゅ
う

が
沸
き

返
っ
た
。

  

〈
試
合
結
果
〉

　

１
回
戦　
　

鹿
児
島
水
産　

５
対
０

　

２
回
戦　
　

武
岡
台　
　
　

10
対
９

　

３
回
戦　
　

鹿
児
島
南　
　

７
対
３

　

４
回
戦　
　

奄
美　
　
　
　

４
対
１

準
々
決
勝

鹿
児
島
工
業　

１
対
４

　

４
強
入
り
を
か

け
た
試
合
は
、
初

回
に
大
会
注
目
の

相
良
君
の
立
ち
上

が
り
を
攻
め
ら

れ
、
三
塁
打
を
足

場
に
１
死
二
、三

塁
に
さ
れ
る
と
、

中
前
打
を
放
た
れ

２
点
を
先
制
さ
れ

た
。
な
お
一
、三

塁
と
さ
れ
、
左
前

打
で
追
加
点
を
奪

わ
れ
た
。
２
回
途

中
か
ら
登
板
し
た

相
手
二
番
手
に
、
被
安
打
２
と
押
さ
え

ら
れ
た
も
の
の
、
最
終
回
は
２
死
一
、二

塁
と
攻
め
立
て
た
。

　

し
か
し
、
最
後
は
今
春
の
セ
ン
バ
ツ

で
も
強
豪
・
水
戸
商
を
破
り
、
古
豪
・

平
安
を
〇
対
一
と
苦
し
め
た
「
全
国
レ

ベ
ル
」
の
地
力
に
勝
る
鹿
児
島
工
業
の

前
に
惜
し
く
も
力
尽
き
た
。
ま
た
、
喜

高
守
備
陣
の
無
失
策
も
光
っ
た
。

　

島
人
達
の
熱
い
思
い
を
背
に
甲
子
園

を
目
指
し
た
喜
高
野
球
部
の
ひ
た
む
き

な
姿
は
、
各
地
に
感
動
を
呼
ん
だ
。

　

長
崎
か
ら
駆
け
付
け
た
喜
高
OB
の
叶

勝
さ
ん
（
昭
和
62
年
卒
）
は
「
準
々
決

勝
な
の
で
居
て
も
立
っ
て
も
い
ら
れ
ず

に
朝
の
電
車
に
飛
び
乗
っ
た
。
い
つ
も

心
に
シ
マ
が
あ
り
、
今
回
の
喜
高
野
球

部
の
活
躍
も
一
回
戦
か
ら
注
目
し
て
い

た
が
、
強
豪
相
手
に
一
歩
も
引
か
ず

堂
々
と
た
た
か
う
姿
に
感
動
し
た
。
明

日
か
ら
の
活
力
に
な
り
ま
す
」
と
興
奮

気
味
に
話
し
た
。

記
事
協
力

  

武
藤
裕
和
（
喜
高
野
球
部
OB
）

写
真
協
力

  

児
玉
大
樹
（�

２
回
戦
で
対
戦
し
た
武
岡
台
OB
）

エース相良君

最後は全員で大応援団に感謝

喜高野球部（県予選）

ベスト８進出!!

勇気と元気をありがとう

全
国
か
ら
駆
け
付
け
た
大
応
援
団
を
背
に
喜
高
ナ
イ
ン
が
大
活
躍
！

町
民
ら
「
感
動
を
も
ら
い
感
謝
」　　
　
　

野
球
部
員
ら
「
物
心
両
面
の
応
援
に
感
謝
」



「
お
か
あ
さ
ん
賛
歌
」

　

私
事
で
恐
縮
だ
が
「
広
報

き
か
い
」
の
一
番
の
愛
読
者

は
、
私
の
母
で
あ
る
。
活
字
が

苦
手
で
女
性
週
刊
誌
す
ら
読
ま

な
い
の
だ
が
、
一
言
一
句
逃
さ

ず
目
を
通
す
ら
し
い
。
理
由
は

「
ド
ゥ
ー
ヌ
ッ
カ
ガ
カ
チ
ャ
ン
カ

ラ
」。

　

北
京
五
輪
を
控
え
た
７
月
24

日
、
住
友
生
命
か
ら
「
あ
な
た

が
金
メ
ダ
ル
を
贈
り
た
い
人

は
？
」
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
が
発
表
さ
れ
た
。
一

位
は
「
母
親
」
で
33
％
を
占
め
、

二
位
は
「
妻
」
で
11
％
だ
っ
た
。

ま
た
、
有
名
人
部
門
の
一
位
は

「
マ
マ
で
も
金
」
の
柔
道
・
谷
亮

子
選
手
で
あ
る
。

　

仲
田
千
穂
さ
ん
が
講
演
で
、

特
攻
隊
員
の
遺
書
を
紹
介
し
た

が
、内
容
の
ほ
と
ん
ど
は
、両
親
、

特
に
母
親
へ
の
感
謝
で
あ
っ
た
。

　

島
民
に
元
気
と
勇
気
を
与
え

て
く
れ
た
喜
高
球
児
は
、
球
場

入
り
す
る
と
き
に
「
お
か
あ
さ

ん
」
と
３
回
叫
ん
だ
。
大
声
を

出
す
こ
と
に
よ
っ
て
緊
張
を
ほ

ぐ
す
こ
と
が
目
的
の
よ
う
だ
が
、

な
ぜ
か
「
お
か
あ
さ
ん
」。

　

ヒ
メ
タ
ツ
ナ
ミ
ソ
ウ
の
花
こ

と
ば
に
選
ば
れ
た
菰
池
博
子
さ

ん
は
「
亡
く
な
っ
た
母
が
愛
し

て
や
ま
な
か
っ
た
島
で
の
花
こ

と
ば
。
こ
の
年
（
64
才
）
に
な
っ

て
親
孝
行
で
き
る
と
は
」
と
感

激
し
た
。

　

読
み
聞
か
せ
は
、
幼
少
か
ら

絵
本
に
ふ
れ
て
情
操
教
育
を
行

う
こ
と
が
目
的
で
あ
る
が
、
や

は
り
母
親
に
い
だ
か
れ
な
が
ら
、

そ
の
匂
い
、
肌
の
あ
た
た
か
さ
、

や
さ
し
い
声
に
ふ
れ
る
こ
と
で

安
ら
ぎ
を
感
じ
、
そ
の
目
的
が

達
せ
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
。

　

６
月
号
で
紹
介
し
た
砂
川
福

恵
さ
ん
が
、
ま
だ
日
本
に
な
れ

な
い
時
に
ひ
と
り
海
に
向
か
っ

て
叫
ん
だ
言
葉
が
「
お
か
あ
さ

ん
」。

　

人
間
で
な
く
と
も
、
ホ
ト
ト

ギ
ス
に
托
卵
さ
れ
た
ダ
イ
ト
ウ

ウ
グ
イ
ス
（
６
月
号
参
照
）
は
、

自
分
よ
り
ふ
た
ま
わ
り
も
大
き

く
な
っ
た
「
血
の
つ
な
が
ら
な

い
」
な
さ
ぬ
わ
が
子
に
、
知
っ

て
か
知
ら
ず
か
、
せ
っ
せ
と
エ

サ
を
運
び
続
け
る
。

　

人
は
み
な
誰
か
の
子
で
あ
る
。

　
「
子
を
想
う
親
の
心
」、「
親
を

想
う
子
の
心
」。
こ
の
心
さ
え
忘

れ
な
け
れ
ば
、
こ
の
世
に
起
こ

り
続
け
る
つ
ら
い
こ
と
、
か
な

し
い
こ
と
は
、
す
べ
て
消
え
て

な
く
な
る
の
に
。　
　
　
　
　

（
植
村
）
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織
田　

義
仁

吉
村　

弘
道

滝
元　

茂
勝

重
岡　

松
枝

中
山　

節
子

野
島　

光
枝

星
野　

明
弘

前
田　

政
信

川
島　

淳
一

湾

大
阪
府
在
住

（
中　

里
）

滝

川

塩

道

小

野

津

島

中

千
葉
県
在
住

（

川

嶺

）

小

野

津

中

里

喜界町の推計人口
（平成 20 年 7 月１日現在）

世 帯 数 ・・・・・ 3,773 戸 (   5 )

人 口 ・・・・・ 8,263 人 （-  7）

男 ・・・・・ 3,926 人 ( -  7 )

女 ・・・・・ 4,337 人 (   0 )

豊
潤
な
奢お

ご

り
を
な
せ
る
人
の
世
に
地

球
温
暖
化
の
警
鐘
が
鳴
る林　

　

蓮
香

氣
に
か
ゝ
る
こ
と
成
し
遂
げ
し
安
ら

ぎ
に
庭
の
花
な
ど
愛
で
て
楽
し
む

北
島　

シ
ナ

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
励
む
眸

ひ
と
み

の
集
ま
り

て
真
夏
の
空
を
写
し
輝
く有

村　

道
子

荒あ
ら
ば
え

南
風
の
雲
が
大
和
へ
ひ
た
走
れ
ば

梅
雨
も
終
り
と
亡ち

ち父
は
云
い
に
き

竹
田
ヨ
シ
子

佳
き
島
よ
思
わ
ず
か
け
る
吾
が
声
に

梢こ
ず
え

の
小
鳥
た
か
だ
か
と
鳴
く

平
尾　

チ
ヨ

亡
き
母
の
忌
の
心
ひ
だ
に
宿
り
し
は

消
ゆ
る
こ
と
な
き
蝋ろ
う
そ
く燭
の
灯
か

屋
良
ミ
ノ
子

沖
縄
戦
身
許
わ
か
ら
ぬ
十
八
万
の
遺

骨
よ
ど
な
た
六
十
年
過
ぎ
て

美
代　

イ
シ

来
し
方
を
振
り
返
り
つ
つ
夫つ
ま

と
二
人

旅
ゆ
く
弥
生
の
空
あ
た
た
か
き

郡　
　

市
子

賑に
ぎ

わ
い
し
島
訪
ふ
鳥
の
乏と

ぼ

し
け
れ
ば

未
だ
来
ぬ
鳥
の
声
を
待
ち
侘
ぶ

弥
島　

幸
子

埼
玉
は
梅
雨
寒
さ
な
か
喜し

ま
界
島
か
ら

は
青
海
原
の
夏
便
り
着
く武

田　

幸
子

氏　
　
　

名

佐
東
オ
キ
ヱ

孝
野　

武
志

上
田　

淳

野
島　

和
夫

年
齢

59
才

97
才

84
才

80
才

住

所

佐
手
久

志
戸
桶

城

久

島

中

■
香
典
返
し
（
敬
称
略
）

弥
生
な
る
ぬ
く
と
き
光
り
引
き
寄
せ

て
蔵
に
置
き
た
る
自
分
史
書
か
む

嶺
倉　

祝
子

社
協
だ
よ
り

氏　
　
　

名

榮　
　

紅く
れ
は羽

中
島　

佳か

な那

吉　
　

琉り
ゅ
う
が我

竹
内
穂ほ

の

か
乃
香

新
田　
　

涼
り
ょ
う

保
護
者

優

太

智

幸

輝

也

浩

二

真

二

住

所
湾

赤

連

伊

砂
湾湾

編

集

後

記

住

所

中

里

嘉

鈍

白

水

赤

連

浦

原

浦

原

星
野　

明
二

川
島　

一
也

前
田
ユ
ミ
子

長
井　

キ
ク

田
向　

春
光

榮　
　

直
光

78
才

68
才

49
才

95
才

55
才

88
才

川

嶺

花
良
治

小
野
津

湾
浦

原
湾

氏　
　
　

名

西　
　

智
之　

水
島　

あ
ず
さ

武　
　

光
明

得
本　

恵
美

浜　
　
　

光

平
野　

千
秋
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　シマに限らず、南国を代表する花であるハイビスカス。その種類は、原種・自然交配種・園芸品種などを
合わせれば８０００種に及ぶという。シマでは庭木や生垣にしているが、普通、園芸品種などは鉢植えで観
賞する。年間とおして咲いているが、実は暑さに弱く、適温は１５～２５℃。秋に一番元気よく咲く花である。
　しかし、何といっても夏、南国の花である。原産地も、いつごろ日本に入ってきたかも不明であるが、江
戸時代初頭に薩摩藩主島津家久が琉球産ブッソウゲを徳川家康に献上した記録がある。
　花言葉は、「常に新しい美」「勇ましさ」「勇敢」「新しい恋」「繊細な美」「上品な美しさ」「華やか」など、
品種の数に比例して多数。

仏桑花（ブッソウゲ）の花が咲いていた・・・
ハイビスカス（仏桑花）

ハイビスカス特別版

黄・八重

撮影：長島翔君

ど根性ハイビスカス

ハイビスカスといえば、やはり真赤

ピンク・八重

レモン色

黄

黄に赤

花柱の先に八重咲き

強烈な日差しに透ける花びら

赤・八重

淡いピンク

珍しい提灯咲き

濃いピンク
白

白・八重

橙・八重

小ぶりな赤


